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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
仮
図
書
館
・
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
本
庄
市
役
所
会
場

日
時　
５
月
16
日
㈪　
午
前
10
時
～　
　
　

　
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
～　

　
４
時

②
ベ
ル
ク
本
庄
店
会
場

日
時　
５
月
31
日
㈫　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
４
時

《
①
・
②
共
通
》

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人　

　
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま　

　
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

　
で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

　
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血（
４
０
０
㎖・２
０
０
㎖
）

《
②
ベ
ル
ク
本
庄
店
会
場
の
み
》

○
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
実
施

対
象　
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
人

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
ご

協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
０
０
３

 

行
政
不
服
審
査
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

　
市
が
行
う
処
分
に
対
し
市
民
の

み
な
さ
ん
が
簡
易
迅
速
か
つ
公
正

な
手
続
の
下
で
不
服
を
申
し
立
て

る
制
度
が
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
不
服
申
立
手
続
の
見
直
し

・「
異
議
申
立
て
」
を
廃
止
し
「
審

　
査
請
求
」
に
一
元
化
し
ま
し
た
。

○
公
正
性
の
向
上

・
処
分
に
関
与
し
な
い
市
の
職
員　

　
が
審
理
員
と
し
て
審
理
手
続
を

　
行
い
、
市
が
す
べ
き
裁
決
に
関

　
す
る
意
見
書
を
作
成
し
ま
す
。

・
市
が
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
際

　
に
、
客
観
性
・
公
正
性
を
高
め

　
る
た
め
有
識
者
か
ら
な
る
第
三

　
者
機
関
（
本
庄
市
行
政
不
服
審

　
査
会
）
に
諮
問
し
ま
す
。

・
審
理
手
続
に
お
け
る
審
査
請
求

　
人
の
権
利
を
拡
充
し
、
希
望
が

　
あ
れ
ば
証
拠
書
類
な
ど
の
写
し　

　
を
交
付
し
ま
す
。

○
使
い
や
す
さ
の
向
上

・
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き　

　
る
期
間
を
３
か
月
に
延
長
し
ま

　
し
た
。

★
行
政
管
理
課
☎
�
１
１
６
１

お
知
ら
せ

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉なかなか良くならない・・・ 

 

 

お困りの方、いつでもご相談下さい。

ご
利
用
く
だ
さ
い 

人
権
相
談

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。
熊
谷
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
に
関
す

る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
㈬　

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
、
児
玉　

　
公
民
館（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
熊
谷
支

　
局
☎
０
４
８
―
５
２
４
―
８
８

　
０
５

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
委
員
を
募
集

　
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
市
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
市
民
と
共
に

ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
非
常
勤
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
内
在　

　
住
者
（
学
生
を
除
く
）

※
ま
た
、
す
で
に
他
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
に
３
機
関
以
上
委
嘱
さ

れ
て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　
２
人

任
期　
７
月
１
日
か
ら
平
成
30
年　

　
６
月
30
日
ま
で
（
２
年
間
）

報
酬　
６
、
２
０
０
円
（
１
回
）

※
年
２
回
程
度
、
審
議
会
を
開
催

し
ま
す
。

選
考
方
法　
書
類
審
査

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　
５
月
25
日
㈬
（
必
着
）

　
ま
で
に
次
の
書
類
を
郵
送
又
は　
　

　
直
接
左
記
へ

①
本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会　

　
委
員
応
募
申
込
書
及
び
「
本
庄

　
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

　
考
え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し　

　
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文

②
市
税
に
滞
納
が
な
い
証
明
書

※
応
募
書
類
は
体
育
課
（
市
役
所

４
階
）、
シ
ル
ク
ド
ー
ム
、
エ
コ
ー

ピ
ア
で
配
布
し
ま
す
。

応
募
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
教
育
委
員
会
体
育
課

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会

等
開
催
の
お
知
ら
せ

　
埼
玉
県
及
び
市
が
決
定
す
る
都

市
計
画
の
変
更
案
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
公
聴
会

等
を
開
催
し
ま
す
。

県
の
決
定
す
る
都
市
計
画

①
本
庄
都
市
計
画

内
容　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

　
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
・

　
区
域
区
分
の
変
更

②
児
玉
都
市
計
画

内
容　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、　

　
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

変
更
の
構
想(

原
案)

の
閲
覧

期
間　
５
月
13
日
㈮
～
27
日
㈮（
土・　
　
　

　
日
を
除
く
）

場
所

①
は
県
都
市
計
画
課
、
市
都
市
計

　
画
課
、
本
庄
県
土
整
備
事
務
所

②
は
県
都
市
計
画
課
、
市
都
市
計　

　
画
課
、
美
里
町
建
設
水
道
課
、

　
神
川
町
建
設
課
、
上
里
町
ま
ち

　
整
備
課
、
本
庄
県
土
整
備
事
務　

　
所

※
変
更
原
案
は
、
県
都
市
計
画
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

公
聴
会

　
変
更
原
案
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
た
い
人
は
、
公
述
の
申
し
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申
し

出
が
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
は
中

止
と
な
り
ま
す
。）

日
時
・
会
場

①
は
６
月
７
日
㈫　

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～

　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

②
は
６
月
７
日
㈫　

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

　
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

申
し
出
で
き
る
人

①
は
本
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人

　
及
び
法
人

②
は
本
市
、
美
里
町
、
神
川
町
及　

　
び
上
里
町
に
住
所
を
有
す
る
個　

　
人
及
び
法
人

申
し
出
方
法　
５
月
27
日
㈮
午
後　

　
５
時
15
分
ま
で
に
閲
覧
場
所
に　

　
あ
る
公
述
申
出
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
う
え
、
持
参
又
は
郵

　
送
（
必
着
）
で
左
記
へ

※
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
埼
玉
県
電
子
申
請
届
出
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。

提
出
・
郵
送
先

・
本
庄
市
都
市
計
画
課

　
　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

・
埼
玉
県
都
市
計
画
課

　
　
〒
３
３
０
―
９
３
０
１

　
　
共
に
所
在
地
記
入
不
要

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
６
月

３
日
㈮
以
降
に
市
都
市
計
画
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
県
都
市
計
画
課

　
☎
０
４
８
―
８
３
０
―
５
３
４
１

　
市
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
６

市
の
決
定
す
る
都
市
計
画

本
庄
都
市
計
画　

内
容　
用
途
地
域
の
変
更

原
案
の
閲
覧

期
間　
５
月
13
日
㈮
～
27
日
㈮（
土・

　
日
を
除
く
）

場
所　
市
都
市
計
画
課

説
明
公
聴
会

　
変
更
原
案
の
説
明
と
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
ま
す
。

日
時　
６
月
７
日
㈫　

　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時

会
場　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

★
市
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
６

九州中部の地震被害について
　４月14日午後９時26分、熊本県熊本地方を震源とす
るマグニチュード6.5、最大震度7の地震があり、その
後16日午前1時25分には14日の地震の16倍の規模、マ
グニチュード7.3の大地震が発生しました。その後震
度６以上の余震も相次ぎ、震源の範囲は熊本県熊本地
方だけでなく、阿蘇地方また大分県へと拡大していま
す。各地で家屋倒壊や火災、また山崩れ、がけ崩れ等
さまざまな被害が発生し、このコラムを書き上げた21
日の時点で、死者48人、負傷者は1,100人を超える大
災害となりました。
　亡くなられた方々に哀悼の意を表し、被害にあわれ
た皆さまに心からお見舞い申し上げます。
　本庄市においては、社会福祉協議会、日赤埼玉県支
部本庄市地区の連名で、16日土曜日午前からはにぽん
プラザと塙保己一記念館に地震災害への義援金箱を設
置しました。週明けの18日から市役所と児玉総合支所
にも設置し、多くの皆さまが善意を寄せて下さってい
ます。皆さまに感謝申し上げます。
　被災地への支援ですが、特に発災直後の物資の送付に

ついては注意が必要です。必要なところに必要な物資
が届けられる環境整備が出来ていないと、現場では無
用の混乱を招き、場所によっては支援物資が集まりす
ぎ、後でその処分に大変苦労したという話も伺っていま
す。発災直後における支援物資は、まずは被災地に近い
地域において調達されることが一番効率的そして効果的
であり、今回、本庄市のような遠い自治体からの支援
は、まずは物資でなく「義援金」を日本赤十字社を通じ
て現地に届けることが最も良いと判断したところです。
　この紙面を市民の皆さまが読まれるころには、何
とか現地が落ち着き、被災された方々の状況が少し
でも改善されていて欲しい、そう願っております。
　我々は東日本大震災において、被災地への支援は
長期にわたるということを学びました。困難な状況
にある方々の身の上に真心を寄せ、息の長い支援を
してまいりましょう。
　そして内陸型の地震は今後とも関東地方でも起こ
りうることを覚悟し、我々も身の回りの備えを、よ
り強固なものにしてまいりましょう。
　　　　　　　　　　　

本庄市長


